
防コミの歩き方たずね歩き消防団
神戸市の北東部に位置する大沢町は三
木市に隣接した、人口1,040人（401世帯）
の小さな農業の町です。わが町で生産さ
れる米は大変おいしく、大変人気がありま
す。また醸造用米の山田錦の生産地でも
あり、神戸酒心館の日本酒「福寿」の原料
米は大沢産が多く使われております。観光
農業では、いちご狩り、トウモロコシ狩り、
いもほり等数多く取り組んでおり、毎年大
沢町へ訪れる方は増加傾向にあります。ま
た、真夏の大イベントの、どろんこバレー
ボール神戸大会の開催地で、毎年8月第1
日曜日には、町人口以上の若者がここに集
まり、熱戦を繰り広げます。そして、もう
ひとつの熱い熱い戦いが三木市の兵庫県
広域防災センターでおこなわれました。8
月7日に開催された第26回兵庫県消防操
法大会です。大沢支団は神戸市の消防団
を代表して、小型ポンプの部に2チーム出
場し、 Ａチームが県下の9チームを相手に3

位に入賞しました。
Ｂチームは6位でしたが、今回は大変ハ
イレベルな戦いが展開され、2位以下の5
チームが2.8点差の中でひしめき合いまし
た。足掛け11カ月にわたり、100回以上
の訓練を重ねてきた選手一同がベストを尽
くしましたので、悔いはありません。大会
本番では、大沢の粘りと、ど根性が発揮さ
れ、入賞できたことは、神戸市の消防団に
とっても、面目が保てたと思います。特に
指導にあたっていただいた、北神分署第1
係の皆さん、後方支援で頑張っていただい
た大沢支団の団員の皆さん方のお陰でこ
の成果が得られたものと思います。この経
験を生かし、力を合わせて、地域の安全安
心のために、消防団活動に頑張っていきま
す。来年の春からは、道の駅もオープンし
ますので、ぜひとも大沢町へ、遊びに来て
ください。お待ちしております。

（北消防団長　小西元八）

＝第3位入賞＝　神戸市北消防団大沢支団
●北西部４防コミ発足の経緯
平成１０年９月２２日、台風７号の集中豪

雨によって、震災復旧の工事中であった新
湊川が洗心橋付近であふれ、付近の土地
が低いところで浸水被害が起きました。
また、平成１１年６月２９日にも梅雨前線

による豪雨で洗心橋付近があふれ、東山
商店街を中心に被害が生じました。
大規模な災害が発生すると、１防コミの

みの活動では困難を生じました。そこで、
隣接防コミとの連携が必要であると感じ、
ひよどり地区・熊野地区・東山地区・菊水
校区（順不同）の北西部４防コミが合同で
訓練を実施することとなりました。

●北西部４防コミ合同訓練
北西部４防コミ訓練は、毎年秋頃に実施

しています。各年４防コミが順に訓練を担
当することで、訓練内容もその担当する防
コミの特色が表れています。また、防コミ
のみにとどまらず婦人会、 ＰＴＡ、学校と
いったさまざまな団体に対して、合同訓練

に参加するよう積極的な呼びかけをおこ
なっており、徐々に規模が拡大しています。

平成28年度は、ひよどり地区が4防コミ
訓練の担当となっています。森田委員長
は、「いざという時はみんなの力が必要な
ので日頃から顔の見える活動をおこないた
い」と述べて、今年度はPTAのお父さん方
にも強く参加を求めています。今後、参加
者が増え、さらに活気あるものとなること
を願います。
    （兵庫消防署消防防災課　先田祐輔）

兵庫管内における北西部4防コミ合同訓練について

（平成２７年度の４防コミ合同訓練の様子）

（平成11年6月29日、洗心橋付近の様子）
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